
北九州小倉の地で100年にわたって「キリスト教に基づく女子教育」を継続しています。

学校法人 西南女学院 西南女学院は「感恩奉仕」を建学の精神とし、キリスト教に基づく女子教育を行う学園で
す。1922年に日本の女子教育への篤い思いを抱いた米国南部バプテスト派の宣教師と、
その呼びかけに応じた南部バプテスト派の女性たち、並びに教会の尊い献金によって創
立されました。
創立100周年を迎える今日に至るまで、それぞれの時代にふさわしい教育・研究活動を
通じて、「感恩奉仕」の精神をもつ約７3000人以上の卒業生を社会に送り出してきました。

現在の西南女学院は、大学、短期大学、高等学校、中学校、幼稚園を擁する総合学園となっ
ています。大学は保健福祉学部（看護学科・福祉学科・栄養学科）、人文学部（英語学科・観
光文化学科）、別科（助産別科）、そして短期大学部は保育科により構成されています。
コロナ禍においても西南女学院の学生、生徒、園児は十分な感染対策のもとで元気に
学習を続けています。神様に見守られて夢と希望をもって前進しています。
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西南女学院創立(５年制高等女学校)

西南女学院専門学校設置(英語科・生活科)

学制改革により西南女学院中学校設置

学制改革により西南女学院高等学校設置

西南女学院短期大学設置(英語科・家政科)

西南女学院幼稚園設置

短期大学に保育科併設

短期大学に食物栄養科併設

中高一貫教育開始

西南女学院大学保健福祉学部（看護学科、福祉学科）設置

大学保健福祉学部に栄養学科併設／短期大学食物栄養科を改組

西南女学院大学人文学部（人文学科）設置／短期大学英語科を改組

短期大学の家政科を生活創造学科に名称変更

西南女学院短期大学を西南女学院大学短期大学部に名称変更

大学人文学部人文学科を英語学科と観光文化学科に改組

西南女学院大学助産別科設置

短期大学部を保育科の単科短期大学に再編

創立100周年

西南女学院の女子教育の要、
それは「感恩奉仕」の心にあります。
西南女学院の建学の精神である「感恩奉仕」。
それは私たちが神の愛のなかに生かされていることに感謝し、
社会や家族に愛をもって仕えていくということ。
すなわち、神をとおして家族やさまざまな人との関わりのなかで
生かされていることに感謝し、その恩に報いるよう、
周囲の人や社会に奉仕していくということです。
自分が生かされているということを自覚し、
周囲の人々に感謝する気持ちをもつ。
そして目の前にいる相手のため、世界の誰かのためにできることを自ら考え、
一生懸命に行動する女性を育てることが、私たちの女子教育の要です。

西南女学院大学 ・ 西南女学院大学短期大学部

幅広い教養を身につけ、社会に貢献できる実践力を育む

豊かな教養と倫理観を
培いながら、看護、福祉、
栄養の知識と技術を教
授し、専門職者としての
実践力と協働力を育み
ます。

保健福祉学部
看護学科 ・ 福祉学科
栄養学科

グローバル化、情報化が
進む国際社会及び地域
社会に貢献できる人材を
育成します。

人文学部
英語学科
観光文化学科

助産の対象である女性、
乳幼児およびその家族
を全人的に理解し、助産
の知識と実践力を有した
助産師を育成します。

助産別科1年課程 保育科短期大学部

実習を通して実践力を身
につけながら、子どもを
深く理解し、健やかな成
長や発達を支えられる保
育者を育成します。

西南女学院中学校・高等学校

中高一貫教育で、グローバルに社会貢献できる女性を育成

一日中英語に触れられる貴重な体験

イングリッシュデイ

日頃学んできた英語を活かして、英語で
のスピーチやディベートのコンテスト、英
語によるパフォーマンスを披露します。

継続と努力で確かな成果が得られます

さまざまな国の文化や考えに触れる

AIE（早期国際化教育）研修

校外の研修施設で、九州大学や立命館アジア
太平洋大学などの国際学生たちのサポート
を受けながら、さまざまな活動を行います。

豊かな経験を積み、異文化への理解を育む

語学研修旅行

ホストファミリーや現地の人々と交流し、
異文化を体験することで豊かな感性を養
います。
※3年生と5年生で実施。5年生は国内平和研修旅行も選べます。

西南女学院では、はじめは基礎からしっかりと固めていき、
日々の授業や個人指導のサポートで、
卒業するまでに高い英語力を身につけます。

本校の6年次の
海外の大学に進学ができるレベル
海外の高校の授業に参加できるレベル
日常会話を楽しめるレベル/海外のホームステイや語学研修を楽しめるレベル

GTEC成績（英語コミュニケーション能力テスト）

Speaking

Writing

全国 248.8
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スピーキング力

24％ 20％

56％
全国 西南

200.0

西南女学院大学短期大学部附属シオン山幼稚園

神と人とに愛される子どもを育てる

【目指す子ども像】
・キリスト教保育を基盤とした愛と命の
大切さを知る

・友達と一緒に遊んだり活動したり
　することを学ぶ

・知的好奇心と感動する心をもち、主体的に
　考え行動する

上空から見た西南女学院　（2021年5月23日撮影）
手前が北陵（法人本部 ・ 大学 ・ 短期大学部 ・ 幼稚園）
奥が南陵（中学校 ・ 高等学校）

新型コロナウイルス感染拡大のなかでの学内演習 新型コロナウイルス感染拡大のなかでも西南女学院の教育は立ち止まりません 新型コロナウイルス感染症に負けずに元気に登園



西南女学院1 00年のあゆみ写真展
「キリスト教に基づく女子教育」の実現に向け、希望のたすきが繋がれた。

1.創立期（1922～1935） 1889（明治22）年、大日本帝国憲法が発布され、日本はアジア初の近代的立憲国家とな
りました。この帝国憲法において、ようやくキリスト教は公認されました。
1890年代に入り、宣教師たちは伝道の場として本格的な教育事業を計画します。そして
1922(大正11)年4月1日、米国南部バプテスト派の宣教師と、その呼びかけに応えた南部
バプテスト派の女性たち、そして教会の献金によって、「西南女学院」が設立されました。
「キリスト教に基づく女子教育を行う」ことを目的に、キリスト教学、チャペル、クリスマス

礼拝などを通して、女子生徒たちの人格教育が図られていきました。
同時に、校舎の増築や教員の増員をはじめ、学友会、生徒自治会、同窓会など学院の内外
に関係諸団体が組織され、西南女学院の基礎が確立されていきます。
創立期は産みの苦しみと歓びの時代でした。



国を挙げて戦時体制が強化されるなかで迎えた最大の危機を乗り越える。

2.受難期（1936～1945）財団法人西南女学院を設立した翌年の1939(昭和14)年、第二次世界大戦が始まりま
した。西南女学院は創立以来、最初にして最大の危機を迎えます。国家主義の世論が高揚
する中で、官憲及び愛国同志会等から立ち退きを勧告されたのです。
1941(昭和16)年12月には太平洋戦争が勃発。戦局がますます激しさを増す1944
(昭和19)年3月、県及び軍当局から西南女学院全施設徴用の相談を受けます。理事会、
院長、教職員、保護者が奔走し、ようやく西南女学院存続の見通しがついた6月、全校地、

校舎を明け渡してシオンの丘を下りました。授業は、小倉高女体育館など3か所で分散して
続行されました。
1945(昭和20)年8月15日、遂に終戦の日を迎えます。西南女学院が再びシオンの丘に
復帰したのは9月8日のことです。600人の職員生徒全員で荒廃した校舎の復旧作業を行
い、11月11日には「山上帰還記念音楽会」をロウ記念講堂で開催しました。
受難期は戦争によって翻弄された時代でした。



激動の戦後、女学院も大転換期を迎え今日の基盤を築いていく。

3.復興期（1946～1961）1945（昭和20）年、第二次世界大戦が終わり、国内では占領軍の強力な指導のもと教育
改革が行われていきます。
1947（昭和22）年に教育基本法と学校教育法が制定されると、まず軍国主義的及び極
端に国家主義的な教育者、科目、教材が排除されました。その後、現在に続く小学校、中学
校の義務教育化や無月謝をはじめ、性別ではなく能力に応じた教育機会の均等化などを
柱とする新しい教育制度が打ち出されたのでした。西南女学院でも、この改革に合わせて

5年だった修学年限を延ばして新制中学校と高等学校を発足させます。
また、この頃には、長年の夢だった西南女学院専門学校（女専）を設立し、1950（昭和
25）年には西南女学院短期大学に発展します。その他シオン山教会付属の幼稚園として、
シオン山幼稚園（後の西南女学院幼稚園）を開園、学院全体としては学校法人に組織変更
するなど次々と新しい体制が整えられていきました。
復興期は激動の中での大きな変革の時代でした。



日本経済の発展とともに、新体制のもと由緒ある女学院として成長を続ける。

4.成長期（1962～1976）1962(昭和37)年3月、W.M.ギャロットが第7代院長に就任しました。理事長には、児童
教育界の第一人者・福永ツギが選ばれ、新しい運営体制がスタートします。
この年、西南女学院は創立40周年を迎えます。以後、50周年までの10年間で「脱皮と
充実」が急ピッチで進められ、5～6年のうちに女学院は見違えるような鉄筋校舎に建て替
わっていきます。　
1964(昭和39)年、西南女学院シオン山幼稚園は念願の短期大学附属幼稚園として新

しいスタートを切り、翌年には短期大学保育科実習園として本格的に発足しました。　
大学進学熱が高まる中、短期大学も発展の時代を迎えます。1976(昭和51)年からの
10数年間、志願者数は2000人を超え、西日本最古の由緒ある短期大学として、その名を馳
せることになるのです。
成長期は女学院発展の礎を築いた時代でした。



西南女学院1 00年のあゆみ写真展
念願の中高一貫教育がスタート、全学院の一貫教育体制の実現を目指す。

5.充実期（1977～1991）1978(昭和53)年4月、井上義巳が第9代院長に就任し、6月の理事会において中学校と高
等学校を一貫とする方針が決まりました。四年制大学設置に備えて、高等学校を南陵に移
転し、中学校と高等学校が同一のキャンパス内で密接な連携のもとに一貫教育を実施する
ことになったのです。正門前に建学の精神「感恩奉仕」の石碑が設置され、1979(昭和54)年
8月に中学校・高等学校総合校舎が完成しました。1980(昭和55)年、長年、推進に努めてい
た中高一貫教育がついに始まりました。

その後、短期大学と高等学校との連携についても模索が始まりました。短期大学から高
等学校へ出向いての短期大学紹介や、短期大学でのオープンキャンパスなどの新しい企
画が出され、1990(平成2)年度から本格的に実施されました。　
四年制大学設置の機運も高まり、女学院全体の一貫教育体制が一段と進むことになります。
充実期はさらなる発展への布石を打った時代でした。



困難を乗り越え遂に四年制大学を開学。新たな時代が幕を開ける。

6.発展期（1992～2008）1994(平成6)年4月、西南女学院大学が開学しました。四年制大学設置については、第5代
原松太院長が1947(昭和22)年の創立25周年記念式典で、設置計画のための充実強化が
必要と述べたことに始まるとされています。
その後、大都市での高等教育機関の新増設の抑制政策がとられていた時期もあるなど、
さまざまな困難な局面を乗り越えて、1989(平成元)年に保健福祉学部としての四年制大学
設置を進める方針を理事会は承認しました。創立70周年(1992年)記念事業として始められ

た四年制大学設置計画は、遂に実現したのです。
当初、保健福祉学部看護学科・福祉学科の1学部2学科でスタートした西南女学院大学
は、その後に栄養学科、人文学部（英語学科、観光文化学科）、助産別科を開設し、2008
(平成20)年までに現在の2学部5学科・1別科となりました。
発展期は開学した大学と共に新たな歴史を刻んだ時代でした。



100周年に向けてさらなる飛躍を目指す学院内、新型コロナウイルス感染症の流行で絆が一層深まる。

7.飛躍期（2009～2021） 2012(平成24)年、西南女学院は創立90周年を迎え、大学及び短期大学部の正門から
シオンの坂にかけて大幅な改修を行いました。大学及び短期大学部では学修環境の整備や
学生支援のために学生総合支援室を設置するとともに、地域とのつながりを強めるため、
地域連携室を開設しました。中学校・高等学校では、創立期から受け継がれる英語教育に
一層力を入れ、国内でも先進的な英語教育を実践していくことになります。
そのような中、2020(令和2)年、新型コロナウイルス感染症が大流行し、世界中で猛威を

振るいました。学院でも長期間の休校や休園、対面授業から遠隔授業への変更、修学旅行や
大学祭が中止になるなど、今まで当たり前にできていたことができなくなりました。しかし、
長引く自粛期間は、改めて教育の場の在り方を考える機会となり、新しい時代に合った教育
を模索する中で、さらなる100年に向けて卒業生や学生・生徒・園児、教職員の絆はより深
まっていったのです。
飛躍期は明るい未来につながる変革の時代でした。
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